
～ 2025年2月22日

（対象者数） 34 （回答者数）
24

～ 2025年2月22日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・お子様に効果的な支援を保護者様と共有し、可能であれば

ご家庭や学校等でも活用していただく事で、日常生活のあら

ゆる場面がお子様にとってわかりやすい環境になるよう尽力

します。

2

・お子様の行動記録をスタッフ間で共有し、お子様の状態や

関わり方について確認する事で、どのスタッフも一貫した対

応がとれるよう努めます。

3

・お子様に効果的な言葉掛けや関わり方をご家庭と共有し、

お子様とより円滑なコミュニケーションが図れるよう助言を

行います。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・保護者様の希望を確認しつつ、父母の会や保護者会の実施

を検討いたします。

2

・お便りの更新頻度、SNSの開設を改めて検討いたします。

3

・改めて、万が一事故が起きた時の対応についてご説明させ

ていただきます。

○事業所名 児童発達支援事業所ぶりんぐ音更

○保護者評価実施期間
2025年2月1日

○保護者評価有効回答数

2025年2月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年3月12日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事故発生時の流れの説明が甘い。 ・療育には保護者同伴でお子様にお越しいただくため、事故発

生時にも速やかにご報告が可能であるとの考えから、事故発生

時の対応について力を入れてご説明する機会は少なかったよう

に思います。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

父母の会や保護者会など、保護者様同士の関わりを促す機会を

設定していない。

・療育の曜日と時間が固定されているため、保護者様同士が広

く知り合う機会は少ないように思います。

ホームページやSNS等での情報発信の頻度が少ない。 ・3ヵ月に一度の頻度でお便りを発行し、ホームページにて掲

載・手渡しにて配布しておりますが、SNSが未開設のため常日

頃からの情報発信は行っておりません。

お子様にとって快適でわかりやすい生活空間になるよう、事業

所内の構造化を徹底している。

・学習室や遊びの部屋など、部屋ごとに活動を固定させる事

で、事業所内での行動パターンを把握しやすくしています。

・学習室には掲示物や玩具など注意が逸れるものは置かず、課

題に集中しやすい環境を整えています。

・上着や荷物を掛ける場所や玩具の収納場所を絵カードで示

し、ものの定位置がわかりやすくなるよう視覚的に支援してい

ます。

ABA（応用行動分析）の理論のもと、お子様の特性に応じた

専門的な支援を行っている。

・ABA（応用行動分析）に基づいてお子様の行動を分析し、

不適切な行動を適切な行動に置き換えるために効果的な対応に

ついて、理論に沿ってご説明します。

・個別療育のため、担当スタッフがお子様を常に見守り、不適

切な行動を未然に防ぐ事が可能です。適切な行動や思考をすぐ

に褒めて成功体験を重ね、適切な行動の般化に繋げます。

担当スタッフがお子様について理解を深め、共感的な寄り添っ

た関わりを持っている。

・事業所内でのお子様と担当スタッフとのやり取りを通して、

お子様に効果的な言葉掛けや関わり方を見極めます。お子様に

より伝わりやすい言葉を選んで対応する事で、共感的な寄り

添った関わりを心掛けています。

放課後等デイサービス 事業所における自己評価総括表公表


